特設ページ対応ワークシート　ACTIVE⑥　20世紀の女性と男性
ＡＣＴＩＶＥ⑥　20世紀の女性と男性　　　　　　　　　　　　　　　　（教科書p.148～149）
　　年　　　組　　　番　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　
➊　第一次世界大戦を契機に女性の社会進出がすすんだといわれる。その背景には何があったのだろうか。

【資料１】ドイツにおける女性就業者の推移　　　【資料２】ドイツにおける産業別女性就業者数の変化
　　　　　　 　　　　（1914年6月＝100）　　　　　　（1917年10月時点　1914年6月＝100）
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STEP１　次の文章の空欄（　ア　）～（　エ　）には「増加」と「減少」のどちらがあてはまるだろうか。また，空欄〔　①　〕～〔　④　〕に入る語句を答えよう。
資料1をみると，戦争の始まる前と比較して男性の就業者数は（ア　　　　）し，逆に女性就業者数は（イ　　　　）している。資料２をみると，そのなかでも〔①　　　  　　　　　〕，そして〔②　　　　〕，〔③　　　　〕における女性就業者数は特に大きく（ウ　　　　）している。この三部門に関しては，男性就業者数はあまり（エ　　　　）していない。その理由は，これらの部門は〔④　　　　〕を続ける上で重要な部門だったからである。
STEP２
１　教科書p.148の資料３のポスターをみてみよう。右半分に書いてあることを日本語にしてみよう。
〔 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
２　当時のアメリカの若い男性は，このポスターをみてどう感じただろうか。




３　当時のアメリカの若い女性は，このポスターをみてどう感じただろうか。




STEP３　第一次世界大戦で女性はどのような役割を期待され，また実際に果たしていたのだろうか。
教科書p.126も参照して考えてみよう。




STEP４　教科書p.149の資料４の手紙の書き手である男性は，女性にはどのような仕事をしてほしいと思っているか。また，どのような服を着てほしいと思っているか。さらに，どのような女性が好ましいと考えているだろうか。手紙の文中から書き出してみよう。








STEP５　第一次世界大戦の前後で，女性の地位はどのように変わったのだろうか。まとめてみよう。
こうした社会の変化を男性はどのようにみていたのだろうか。










➋　20世紀はじめころの女性たちが向き合っていた問題を考えよう。

STEP１ 　平塚らいてうはどのような主張をしただろうか。また，平塚の他に女性運動をすすめた人物は誰だろうか。教科書p.144～145を参照して考えてみよう。













STEP２　教科書p.149下の文字資料に述べられた女性を苦しませるものを考えてみよう。
　①「旧時代の遺物」
…旧時代とあることから〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕問題
②「二重，三重の現代的苦痛」…現代的とあることから，家制度などの〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕にともなう問題
　③「朝鮮女性を不利にするもの」…朝鮮全体を苦しめるものに直結し，全世界の不合理ともつながっているとあることから，〔　　　　　　　　　　　　　　〕問題

Ｔｒｙ
　１　女性参政権について男性はどのように考えていたのだろうか。調べてみよう。
　











２　20世紀のはじめのころ，世界各地における農村の女性はどのような暮らしと働きをしていたのだろうか。調べてみよう。












　

３　20世紀の各国・地域の主要産業を調べ，その産業で働いていた女性たちの様子を調べてみよう。












解答・解答例
➊
STEP１　ア　減少　　イ　増加　　ウ　増加　　エ　減少　　
①製鉄・金属・機械　　②電機　　③化学　〔②，③は順不同〕　　④戦争

STEP２
１　あぁ！私が男だったらよかったのに。（そうしたら）海軍に入隊したのに。
２　女性でも軍に入隊して国のために戦いたいと考えているのだから，男性である自分は率先して入隊すべきと考える。
３　軍隊に入隊せずとも戦争に協力できることを何かしないといけない，という気持ちになる。

STEP３
多くの男性が徴兵されたため，そのかわりの労働力となることが求められた。それまで全面的に（もしくはほとんどを）男性が担っていた労働を，女性が担うようになった。また，戦場へ向かう男性を励ます存在となることも期待された。

STEP４
（男性が働く職場である）軍需工場などで働けば，粗野で男っぽい気質になってしまうので，ズボンをはかねばならないような職場ではなく，女性らしい服装をして，か弱い女性でいられる存在であってほしいと考えている（仕事をするような女性でいてほしくないと考えている）。

STEP５
総力戦となった第一次世界大戦前は，女性は男性よりも社会的に低い立場におかれていた。多くの国で参政権は認められず，女性が就労できる職業も限られていた。また，男性による家父長的価値観に合うように，弱く守られるべき存在であり，男性に従う存在であることを要求されていた。第一次世界大戦で，男性にかわって多くの職業を担った女性は，さまざまな職場に進出した。英・独・米など女性の参政権を認める国も出てきた。このような流れを積極的に受け入れたり後押ししたりする人々が存在した一方で，戸惑い反発した男性も多かったと考えられる。

➋
[bookmark: _Hlk77598316]STEP１
「良妻賢母」という言葉に代表される日本の家族制度からの女性の解放を訴え，女性が主体的に生きられる社会の実現を訴えた。また，女性参政権の実現，治安警察法の改正も要求し，女性が政治活動をおこなうことの自由を訴えた。市川房枝も同じような運動をおこした。他に女性の自立を主張した与謝野晶子，社会主義の立場から女性の平等・解放を訴えた山川菊栄らもいた。
STEP２　
①朝鮮社会に以前から存在していた女性に対する差別の
②朝鮮社会の近代化過程で新たに女性に要求された「近代社会での女性の在り方」
③植民地支配から生じる
Ｔｒｙ

１　〔参考〕福沢諭吉は，『学問のすゝめ』において「天は人の上に人を造らず人の下に人を造らず」と述べたが，多くの日本人は，この「人」を成人男性ととらえていた。福沢は同書第8章で「男も人なり，女も人なり」と述べ，男女の平等を説いていると思われるが，他方，「女性の参政権はさておき･･･」とも述べたと言われている。女性参政権を不要と考えていたのではなく，その実現にいたるまでにはまだ遠く，その前に不平等に扱われていた女性の種々の権利を確立することを目指したようである。
　　　福沢に影響を与えたとされるのが，イギリスのJ.S.ミルである。19世紀なかばすぎに女性参政権を主張して下院議員となったが，実現にはいたらなかった。ミルにおいても福沢においても女性参政権に同意していた人々がいた一方で，それが実現していないということは，当時の政財界または参政権を有している人々（有産階級の男性）の多くが女性参政権を認めていなかったということになる。そこには近代工業社会における男性労働者とそれを家庭で支える妻という性別役割分担を，経済的に合理的と考える意識があり，また，単純に男性が女性よりも優れているという差別意識もあったと考えられる。経済合理性については多くの人々は意識をしておらず，社会の風潮をそのまま受け入れていた部分も多分にあったと思われる。それは現在も変わらない。資料４の男性もそのような意識であったと考えられる。

２　〔参考〕一般に，農業においては女性も主要な働き手となる。また，共同体としての意識も工業地帯と比較して強いため，女性は家事労働と農業労働をこなしつつ，共同体内での女性の連携も強かったと考えられる。その分，共同体の制約（村の掟など）も強く受けた。しかし，同じ農村部でも，イギリスなどの先進工業国と植民地ではそもそもの置かれた立場が異なる。19世紀を通じて工業国家として栄えたイギリスと，搾取の対象となった植民地では，農村部にかかる圧力も異なる。そしてそこでの女性の暮らしぶりも，当然異なったであろうことは想像できる。

３　〔参考〕20世紀初頭のイギリス，インド，日本の主要産業と女性の様子について調べてみよう。次に1960年代ではどうか，1990年頃ではどうか，調べてみよう。
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